
様式第１号 （第３条関係） 

就学援助費受給申請書 
磐田市教育委員会 

申請日  令和  年  月  日 

保護者の住所・氏名 
学校名 

（入学予定小学校） 
学年組 

フリガナ 

児童生徒氏名 

住 所 
 

 

自宅電話    －   － 

携帯電話    －   － 

 

フリガナ 

氏 名 

学校 ―   

学校 ―   

学校 ―   

学校 ―   

令和５年１月１日現在の住所 

磐田市 ・ 磐田市以外（     県    市・区・町・村              ） 

      →令和５年１月２日以降に磐田市へ転入された方で、下記３のウ・エ・オのいずれも書類

の提出がない場合は、前居住地の市区町村から発行される所得課税等証明書（令和４年

中に収入があった世帯全員の収入額、各種控除額がわかるもの）、源泉徴収票や市県民税

特別徴収額の通知書等収入額が確認できる書類の写しを添付してください。 

 

１ 家庭状況（小・中学生を除く。） 

※ 同じ住所地に居住している者（世帯分離、学生・単身赴任者等で生計を一にする者を含む。）を記入すること。 

続柄 氏 名 生年月日 年齢 
職 業 

(勤務先・学校名) 

収 入 

(月額) 

            

            

            

            

            

            

 

２ 住宅の状況 

ア 持家  イ 賃貸 (借家、借間、アパート・マンション)⇒イの場合家賃等(月額      円) 

 

３ 該当するものがありましたら○をつけてください。（記載されている書類を添付すること） 

※ ウからオまでに該当する場合は、いずれか一つの書類を添付してください。 

 ア 生活保護の停止又は廃止を受けた。(   年   月   日) 

 イ 世帯全員の市民税が課税されていない又は減免を受けている。 

 ウ 世帯全員の国民年金保険料の減免又は国民健康保険税の減免・徴収の猶予を受けている。 

→国民年金保険料免除・納付猶予申請承認通知書の写しを添付してください。 

 エ 児童扶養手当の支給を受けている。 

   →児童扶養手当証書の写しを添付してください。 

 オ 生活福祉資金の貸付けを受けている。 

   →貸付決定通知書の写しを添付してください。 

 カ 入院や失業等により令和４年中から大きく所得状況が変わり、経済的に困難である。 

   →令和５年中の収入が確認できる書類（源泉徴収票・確定申告書の写し等）の提出をしてくだ

さい。（後日の提出でも可能ですが、支給が遅れる場合があります。） 

 



４ 次のものを受給している場合は、○をつけてカッコ内にその金額を記入してください。 

ア 国民年金(老齢・障害・遺族) (年     円) 

イ 厚生年金(老齢・障害・遺族) (年     円) 

ウ 共済年金(老齢・障害・遺族) (年     円) 

エ 父親等からの養育費  (年    円) 

オ 祖父母等縁者からの援助(年    円) 

カ その他(      ) (年     円) 

 

５ 援助を受けたい理由(具体的に記入のこと) 

  

 

６ 振込口座（申請者の指定口座を記入してください） 

金融機関名 支店名 預金種別 

銀行   信金  

労働金庫 農協  
支店  

口座番号（右詰め） 口座名義（カタカナ） 

        

※ 通帳の写し（表紙と表紙を開けた２ページ目；金融機関・支店・口座番号・口座名義が分かる

箇所）を添付してください。 

 

 

 同意（必須事項） 

 就学困難な児童及び生徒に係る就学奨励についての国の援助に関する法律（昭和３１年法律第４０

号）、学校給食法（昭和２９年法律第１６０号）及び学校保健安全法（昭和３３年法律第５６号）に基

づく就学援助費を磐田市教育委員会が決定するため、世帯の住民記録情報、税務情報、生活保護情報、

児童扶養手当情報について関係当局へ報告を求めることに世帯全員が同意します。 

 また、学校納付金に滞納が生じた場合は、就学援助費の受領に関する一切の権限を学校長に委任す

ることに同意します。 

磐田市教育委員会 

世帯代表者 (就学援助を申請する保護者)  

住所 

 

氏名                   

 

 

 

学校記入欄（特記事項のある場合に記入） 

  

 
学校 

確認欄 

 

 


